
囮
に A sin2た（T-

において、w = T . K=Tとすると
y=AsIn(wt-KK）

となる.
（イ
れたkx）を位相0とおき、

"

が一定の位置2を考える.

たとのときに二人で .た t . to tのときつにOKに移動したとする
位相

"

が一定の位置を考えているので

w t - K K = w ( t . t ot） - k a t a ）
⇒ 0 = w o t - K a

となり、Up=tにあわせると

ひにE=

（ロ
問題文の指示の通り、代入、合成すると、

y=Y，+Yz
=Asi n f wt ou s t -（ k tok)x

+ A sin wow)t.lk# 2G=AsInkwt-
kN+ owt-okytAsinktEIE.など鬱す
る



I l i口）続き
二 A sI n ( A t B ) t A si n (A-B）
= 2 A c o s B s i nA

= 2A C o sCwt-okx)sin(wt-kxj.TT（ロ）

（ハ 2 A Co sCourt-okx） の変動の速さgを考える.

（イと同様に考えて
（たt.SEとの位相）=（たt.tot . S Ct x tokの位相）
△ w t - o k x _owc t . t o t） - o k ( xto）

❤

⇒ o = o w o t - △ K o k

⇒ E =亝げ
（ニ 位相速度 Up=Yが等しいことから、

Up，= ひに
⇒ i t
⇒ - _ - 飇
⇒ （ tow）（k.ok）=（W-ow） t o k）
⇒ w/-woktowk-owolk-wlftwok-owk-ow.lk

⇒ o w k e wok

: i t
： . Y=ひG

み



I I I続き
（ホ 船が作る波なので かの条件 Up，=ひpzとちがう条件に

なることに注意.
w = A K T

から速度の関係を考える.

W t o w = Vgktokts
と言え、△Wについて解くと、

w t o
w=はた（1+で疒

÷a 1+で

#

= w ( I t i
これより

o u r To k
：. Y=2が
高 を

「

%

法 が


